
　

本
区
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
４
カ
年
の
計
画
で
全
区
立

小
学
校
（
16
校
）
の
通
学
路
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
29
年
度
ま
で
に
12
校
の
通
学
路
へ

の
設
置
を
完
了
し
ま
す
。

　

設
置
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
警
察
署
等
の
皆
さ

ん
と
通
学
路
を
点
検
し
、
町
会
・
商

店
会
な
ど
の
防
犯
カ
メ
ラ
と
も
重
複

し
な
い
よ
う
、
協
議
・
検
討
を
重
ね

て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
住
民
の
方
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、
必
要
最
小
限

の
部
分
の
み
が
映
る
よ
う
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
記
録
さ
れ
た
画
像
情
報

は
、
警
察
等
に
よ
る
捜
査
上
の
要
請

が
な
い
限
り
、
提
供
で
き
な
い
よ
う

規
定
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
を
狙
っ
た
犯
罪
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
平
成
27
・
28
年
度
設
置
校
】

●
中
央
小
学
校
●
日
本
橋
小
学
校

●
有
馬
小
学
校
●
久
松
小
学
校

●
佃
島
小
学
校
●
月
島
第
一
小
学
校

●
月
島
第
二
小
学
校
●
豊
海
小
学
校

【
平
成
29
年
度
設
置
校
】

●
明
石
小
学
校
●
京
橋
築
地
小
学
校

●
明
正
小
学
校
●
月
島
第
三
小
学
校

　

２
月
４
日
（
日
）、
東
京
都
内
の

中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
、
中
学
生

の
健
康
増
進
や
体
力
向
上
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
お
よ
び
競
技
力
の
向
上
を
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小
学
校
の
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
を

防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
ま
す

小
学
校
の
通
学
路
に

　

防
犯
カ
メ
ラ
を

　

設
置
し
て
い
ま
す

目
的
と
し
て
「
東
京
駅
伝
」
大
会
が

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
（
調
布
市
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
都
内
50
区
市
町
か
ら
選

抜
さ
れ
た
選
手
が
参
加
し
、
さ
わ
や

か
な
晴
天
の
下
、
女
子
は
30
㎞
を
16

人
の
選
手
で
、
男
子
は
４
２
・
１
９

５
㎞
を
17
人
の
選
手
で
襷
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。
男
子
16
区
の
尾
形
慎
選
手

（
佃
中
学
校
）
は
、
区
間
第
９
位
で

襷
を
つ
な
ぐ
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

全
体
の
結
果
は
女
子
45
位
（
２
時
間

４
分
１
秒
）、
男
子
27
位
（
２
時
間

29
分
０
秒
）、
総
合
38
位
（
４
時
間

33
分
１
秒
）
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
声
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
２
月
４
日
（
日
）

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
・
都
立
武
蔵
野

の
森
公
園　

特
設
周
回
コ
ー
ス

　
区
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

（
選
手
数
17
人
・
補
員
４
人
）

制
限
時
間
３
時
間
以
内

《
距
離
：
4
2
・
1
9
5
㎞
》

第
１
区
２
・
１
９
５
㎞

第
２
区
〜
第
９
区
２
㎞

第
10
区
〜
第
17
区
３
㎞

（
選
手
数
16
人
・
補
員
５
人
）

制
限
時
間
２
時
間
30
分
以
内

《
距
離
：
30
㎞
》

第
１
区
〜
第
10
区
１
・
５
㎞

第
11
区
〜
第
16
区
２
・
５
㎞

日
程

会
場

競
技
形
式

男
子
の
部

女
子
の
部

２
月
４
日
（
日
）、
東
京
都
内
の

の
健
康
増
進
や
体
力
向
上
、
ス
ポ
ー

目
的
と
し
て
「
東
京
駅
伝
」
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
回
中
学
生「
東
京
駅
伝
」大
会

中
央
区
代
表
チ
ー
ム
、が
ん
ば
り
ま
し
た
！

問
合
せ
先

学
務
課
学
事
係

　
　
　

☎（
３
５
４
６
）
５
５
１
２

ＰＴＡ連合会と教育委員会との
意見交換会が開催されました

研究発表会を実施しました

宇佐美学園開園80周年記念式典が
行われました

オリンピック・パラリンピック教育推進協議会

お

が
た
し
ん

た
す
き

第
９
回
中
学
生「
東
京
駅
伝
」大
会

中
央
区
代
表
チ
ー
ム
、が
ん
ば
り
ま
し
た
！

銀座中

後藤　遼太 会田　京叶
佐藤　　宙 桑原　　恋
大野　晴貴 小林　　釉
辻　　賀久 金坂　優希
松山　拓未 富澤　優花
大島　時駆 上條　美栞

和田　優梨花
亀井　結香

佃中

髙橋　優太 森　美沙希
尾形　　慎 瀬田　涼風
山澤　礼音 柴田　美海
道川　怜央 白田　　和

晴海中

新楽　圭冬 二見　愛子
竹内　温人 尾﨑　　結
伊藤　光佑

日本橋中
郷　　太耀 山田　瑞貴
廣川　恭平
羽田　充輝

中島　亮政

鏡　　　龍 尾形　芽瑠
石橋　金剛 金子　瀬菜
岩井　亮太
今野　俊介

石関　優姫乃
石戸　希沙
青木　あめり
三宅　美音

男子選手 女子選手

候補選手名 （男子21名　女子21名）　※順不同、敬称略

ンを踊るにあたり、
地元伊東市で活動す
るよさこいチームか
ら実技指導をいただ
き、本番に臨みまし
た。その結果、お祝
いと感謝の気持ちを
十分に元気よく表現
することができまし
た。当日は、宇佐美

の自然も学園の80周年を祝福しているかのような晴れ渡った空の
下、はっぴを身にまとい元気よく舞い踊り、観客から大きな拍手
が送られました。
　これらの児童の姿からは、80年という歴史と伝統が感じられ、
これからの宇佐美学園の未来へ向けて、新たな一歩を踏み出した
と感じさせる一日となりました。

　平成29年12月２日（土）に挙行された記念式典には、遠方か
らも、多くの来賓の方々にお越しいただきました。式典に出席さ
れた方の中には、学園に来たのは60年振りだと話しながら懐かし
んでいる方もいらっしゃいました。
　式典では、児童による「よろこびのことば」と歌が披露されま
した。「よろこびのことば」では、一人一人の力強い声が体育館に
響き渡りました。また、歌では、練習に練習を重ねたきれいな歌

声で来賓の方々を魅了しま
した。その堂々とした姿か
らは、これまで受け継がれ
てきた宇佐美っ子魂を感じ
取ることができました。
　式典後、校庭では「心一
つに未来へ」と題し、児童
による学園ソーランが披露
されました。児童はソーラ

刊行物登録番号　29－010
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平成30年新年こども羽根つき大会をどもこども羽年こども羽新年こども羽根新年こども羽根つ年新年こども羽根つ0年新年こども羽根つき30年新年こども羽根つき大成30年新年こども羽根つき大会成30年新年こども羽根つき大会平成30年新年こども羽根つき大会を
開催しましたしま催しまし開催しました開催しました

　１月13日（土）に総合ス
ポーツセンターで「第62
回新年こども羽根つき大会」
が、区内の小学校全16校か
ら男女各２チームの全64
チーム、計384名の選手が
参加し、トーナメント方式
で行われました。
　各校の保護者や青少年対
策地区委員会の皆さまなどが応援に駆け付ける中、各チームとも
日頃の練習の成果を大いに発揮し、熱戦が繰り広げられました。
今年の優勝チームは、男子が「京橋築地小学校Ａチーム」、女子
が「京橋築地小学校Ａチーム」となりました。
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　１月８日（祝）にロイヤ
ルパークホテルで成人の日
記念式典が開催されまし
た。今年は区内で850人が
成人になりました。第１部
の記念式典では、佃中学校
の生徒による合唱から始ま
り、続いて新成人代表３人
がメッセージを述べました。第２部の「新成人のつどい」では、
新成人自らイベントを企画し、クイズ大会や当時の献立を再現し
た「給食コーナー」などのアトラクションを実施して楽しんだり、
恩師や友人との再会を喜びあうなどして、20歳の門出をともに
祝っていました。

おく だ なつ か

かね だ

宇佐美学園開園80周年記念式典が行われました

校庭での学園ソーラン

「よろこびのことば」

羽根つき大会の様子

記念式典の様子

柏学園を開放！
　毎年、桜の咲く時期に区民の皆さんに開放している柏学園は、
中央区から電車で約１時間、緑豊かな校外学園です。
　４月を迎えると、柏学園の庭では、暖かな陽気に誘われ草木が
芽吹き、花を咲かせ始めます。
　春いっぱいの柏学園へ、皆さんご一緒にお越しください。

３月下旬または４月上旬の土曜日・日曜日を予定（桜
の開花状況により変更する場合があります。）
詳細は、広報紙「区のおしらせ　中央」（３月 21日号）
および区ホームページにてお知らせします。
柏学園（千葉県柏市柏 1236－１）
ＪＲ柏駅東口下車、徒歩 25分

◎柏駅からバスを利用する
場合は、阪東バス「戸張」
行「柏学園前」下車徒
歩５分、または「大津ヶ
丘団地」行「第五小学校」
下車徒歩10分
※ご来園の際は、公共交通
機関をご利用ください。

　平成29年12月20日（水）、京橋税務署管内中学校３校から応
募された「中学生の『税についての作文』」優秀賞受賞者である、
佃中学校三年生の奧田夏加さんが、京橋税務署の一日税務署長と
して「税に関するPR」を行いました。
　京橋税務署の金田署長から委嘱状の交付を受け、署内視察、署
長訓示、京橋納税貯蓄組合連合会会長や京橋税務署幹部との座談
会等を行い、税の役割やその公共性、重要性などを学びました。
　イベントを終えて、「一日税務署長」を務めた奧田さんから、「大
変緊張したが貴重な経験が
できて楽しかった」との感
想がありました。
　中学生の「税についての作
文」応募事業は、次世代を担
う中学生の皆さんに、税に
ついて関心を持ち、正しい
知識と理解を深めていただ
きたいという趣旨のもと
に、全国納税貯蓄組合連合
会と国税庁主催で行われ、
毎年中央区の中学校全校か
ら応募されています。

中学生が一日税務署長に中中中中学学学学生生生生が生がががが一一日日日日税税税税務税務務務務署署署署長長長長ににに

交通機関
会　　場

日　　時

問合せ先 学務課保健給食係　☎（３５４６）５５１５

柏郵便局

柏
市役所

柏公園

丸井
東口

駅入口
バス停

高
島
屋

国道
6号
線

柏駅

JR
常磐
線

長
全
寺

開
智
国
際
大
学（
旧
日
本
橋
学
館
大
学
）

中
央
区
立
柏
学
園〒

至千葉至船橋

東
武
線

至野田

セブン
イレブン

デニーズ

第五小学校
　バス停

柏五小

戸張入口
パン屋 至戸張

柏学園前バス停

至水戸

至上野

至野田

卍

国
道
16
号
線

文

案内図

中央区成人の日記念式典中中央央区区成成成人人のの日記記記念念式式典典
「新成人のつどい」が開催されました「新新成成人人人ののつつつどいい」がが開開催催催されれまましたた

平成30年新年こども羽根つき大会を
開催しました

宇佐美学園開園80周年記念式典が行われました

「あふれる自然に春の訪れ」
柏学園を開放！ 中学生が一日税務署長に

中央区成人の日記念式典
「新成人のつどい」が開催されました



中
央
区
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進

協
議
会
に
岩
崎
恭
子
さ
ん
が

や
っ
て
き
た
！

談
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
三
宅
選
手
の
シ
ュ
ー
ト
が
入
る

と
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。
三
宅
選
手
は
「
こ
れ
か
ら
失

敗
す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
け
れ
ど
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

乗
車
体
験
で
は
、
園
児
た
ち
が
車

い
す
に
乗
車
し
、
お
に
ご
っ
こ
や

ボ
ー
ル
投
げ
を
行
い
ま
し
た
。
乗
車

体
験
を
し
た
園
児
は
、
三
宅
選
手
に

感
想
を
聞
か
れ
る
と「
楽
し
か
っ
た
」

「
面
白
か
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

1
月
18
日
（
木
）
に
、
晴
海
幼
稚

園
の
園
児
が
参
加
し
て
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
元
日
本
代
表
の
三
宅
克
己
選
手
に

よ
る
講
演
会
と
車
い
す
の
乗
車
体
験

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
三
宅
選
手
が
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を

交
え
な
が

ら
、こ
れ
ま

で
の
障
害

者
ス
ポ
ー

ツ
の
経
験

中 央 区 教 育 広 報 紙 　 か が や き
　

本
区
教
育
委
員
会
で
は
、
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
お
よ
び
本

区
へ
の
選
手
村
の
建
設
等
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
た
ち
に
人
生
の
糧
と
な

る
よ
う
な
か
け
が
え
の
な
い
レ
ガ

シ
ー
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

を
平
成
27
年
度
よ
り
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
本
教
育
を
発
展
・
拡

大
し
て
い
く
た
め
に
、
年
３
回
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
推
進
担

当
者
が
一
堂
に
会
し
、
中
央
区
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

推
進
協
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
10
日
（
金
）
に
中

央
小
学
校
に
お
い
て
、
第
２
回
の
推

進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
情

報
交
換
で
は
、
中
央
区
版
「
一
校
一

国
運
動
」
に
お
け
る
外
国
と
の
直
接

的
な
交
流
と
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お

よ
び
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
に
つ
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い
て
、
実
践
や
進
捗
状
況
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
各
校
・
園
か
ら
は
、

外
国
の
方
と
の
交
流
に
つ
い
て
言
葉

だ
け
で
は
な
く
楽
器
や
民
族
衣
装
な

ど
を
紹
介
し
合
う
こ
と
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
て
外
国
の
学
校
と
直

接
や
り
取
り
す
る
こ
と
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
だ
け
で
は
な
く
民
間
企
業
や

指
導
者
と
連
携
し
て
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
体
験
を
行
っ
て
い
る
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
の
後
半
は
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
平
泳
ぎ

２
０
０
ｍ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
岩
崎
恭

子
さ
ん
に
よ
る
、「
幸
せ
は
い
つ
も

自
分
で
つ
か
む
」
と
題
し
た
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
崎
さ
ん
は
、

金
メ
ダ
ル
を
取
る
ま
で
の
道
の
り

や
そ
の
後
の
人
生
で
苦
し
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
だ
か

ら
こ
そ
感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明

る
く
気
さ
く
に
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。さ
ら
に
、

参
会
者
に
金
メ
ダ

ル
を
実
際
に
触
れ

さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
平
泳
ぎ
の

指
導
法
に
つ
い
て

の
質
問
に
答
え
て

い
た
だ
い
た
り
す

る
な
ど
充
実
し
た

講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

11
月
17
日
（
金
）、
日
本
橋
中
学

校
に
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会

長
の
竹
田
恆
和
さ
ん
と
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の

飯
塚
翔
太
選
手
が
来
校
さ
れ
、
竹
田

会
長
に
よ
る
講
演
と
お
二
方
に
よ
る

対
談
が
東
京
シ
テ
ィ
日
本
橋
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

竹
田
会
長
は
講
演
の
中
で
、「
高

い
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
高
い
目
標
を

持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
田
会
長
と
飯
塚
選
手
に

よ
る
対
談

で
は
、
飯

塚
選
手
が

銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し

た
と
き
の

気
持
ち
や

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

の
抱
負
な

ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
は
、「
目
標
を
い
ろ
ん
な
人
に
伝

え
る
と
応
援
し
て
く
れ
る
人
も
す
ご

く
増
え
る
。
周
り
の
仲
間
を
大
事
に

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と

飯
塚
選
手
か
ら
生
徒
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

情報交換の様子

岩崎恭子さんによる講演

車いすの乗車体験

夢
を
叶
え
る
講
演
会

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
や
っ
て
き
た

竹田会長と飯塚選手による対談

い
い
づ
か
し
ょ
う
た

た
け

だ

つ
ね
か
ず

み 
や 

け
か
つ
み

て
い
だ
ん
か
い

い
わ

さ
き

き
ょ
う

こ

　

教
育
に
お
け
る
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
の
活
用
は
、
生
徒
の
学
習

へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
分
か
り

や
す
い
授
業
や
主
体
的
・
協
働
的
な

学
び
を
実
現
す
る
上
で
効
果
的
で

す
。
ま
た
、
生
徒
一
人
一
人
の
能
力

や
特
性
に
応
じ
た
「
個
別
学
習
」
や

生
徒
同
士
で
教
え
合
い
学
び
合
う

「
協
働
学
習
」
の
効
果
的
な
実
施
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
特
別

な
支
援
が
必
要
な
生
徒
に
対
し
て

も
、
各
教
科
や
自
立
活
動
等
の
指
導

に
も
有
用
で
す
。

　

銀
座
中
学
校
で
は
、
昨
年
９
月
に

都
の
支
援
事
業
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
や
電
子
黒
板
な
ど
を
整
備
し
、

主
に
教
科
指
導
や
朝
学
習
の
時
間
・

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
利
用
し
て

い
ま
す
。当
日
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C

を
用
い
た
英
語
や
数
学
の
授
業
の
様

子
を
公
開
し
ま
し
た
。
生
徒
の
反
応

は
よ
く
、主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
や

学
力
の
向

上
を
実
現

す
る
こ
と

を
目
指
し

て
さ
ら
に

実
践
を
積

み
重
ね
て

ま
い
り
ま

す
。

　

発
表
会
で
は
、
寒
さ
厳
し
い
中
、

他
県
、
区
外
の
先
生
方
も
多
く
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
全
学
級
の
話
し
合

い
活
動
の
様
子
を
公
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
達
に

求
め
ら
れ
る
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
特

別
活
動
の
第
一
人
者
と
地
域
の
方
に

よ
る
鼎
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
有

馬
小
学
校
で
は
、「
伝
え
合
う
力
の

育
成
〜
主
体
的
・
協
働
的
な
活
動
を

通
し
て
〜
」
を
研
究
主
題
と
し
て
平

成
28
・
29
年
度
に
学
級
活
動
の
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
話
し
合
い
活

動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
互

い
に
認
め
合
い
な
が
ら
、
み
ん
な
と

共
に
活
動
す
る
楽
し
さ
や
他
者
を
思

い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
主

体
的
・
協
働
的
な
姿
に
も
つ
な
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
課
題
を
見
付
け
、

課
題
解
決
の
た
め
に
、
伝
え
合
い
、

互
い
の
違

い
を
認
め

合
い
な
が

ら
解
決
出

来
る
子
ど

も
の
育
成

に
努
め
て

ま
い
り
ま

す
。

銀
座
中
学
校
で
公
開
授
業
を
実
施
し
ま
し
た

有
馬
小
学
校
で
研
究
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た

東
京
都
公
立
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
支
援
事
業

平
成
28
・
29
年
度　

中
央
区
教
育
委
員
会
研
究
奨
励
校
・
奨
励
園
発
表
会

日
程
：
平
成
30
年
１
月
30
日
（
火
）

日
程
：
平
成
30
年
１
月
25
日
（
木
）

主
題
：
伝
え
合
う
力
の
育
成
〜
主
体
的
・
協
働
的
な
活
動
を
通
し
て
〜

　中央区ＰＴＡ連合会主催による教育委員会との意見交換会が、
２月６日 (火 )に区役所で開催され、多くのＰＴＡ会員の方が参加
されました。
　今回は「しつけと叱り方」～校園と家庭との協働について～を
テーマに、幼稚園、小学校、中学校ごとのグループに分かれて意
見交換が行われました。
　グループ討論では、家庭におけるしつけと叱
り方の課題や学校での取組などについて、活発
な議論が行われました。ＰＴＡ会員の方からは、
「子どもを叱るときに感情的になってしまう」
「叱ってもなかなか聞いてくれない」などの日
頃のしつけや叱り方に関する悩みが挙げられ、
多くの方が共感されている様子でした。また、
叱り方だけでなく褒め方についても議論をされ
ているグループがあり、家庭や校園での具体的
な取組について話されている場面もありまし
た。
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　終了後のアンケートには、ＰＴＡ会員の方から「保護者側と学校
側の意見を出し合い共有できて良かった」「皆さんの子育て方法を
参考に、これからも子どもと向き合っていきたいと思った」など
の感想が挙げられました。
　今回の意見交換会の成果を自校園に持ち帰っていただき、今後
のＰＴＡ活動に生かしていただきたいと思います。

3

教育委員会の主な活動状況 ( 平成 30年 1月 11日～平成 30年 3月 10日 )

◆教育会研究報告会・中学校１月17日 (水 )教育センター
◆PTA連合会新年賀詞交歓会１月19日 (金 )銀座ブロッサム
◆教育会研究発表会・幼稚園１月24日 (水 )教育センター
◆有馬小学校研究発表会１月25日 (木 )有馬小学校
◆銀座中学校研究発表会１月30日 (火 )銀座中学校
◆第９回中学生「東京駅伝」大会２月４日 (日 )味の素スタジアム

◆PTA連合会と教育委員会との意見交換会 ２月６日 (火 )
◆第２回定例会および研修会２月７日 (水 )
◆日本橋中学校研究発表会２月16日（金）日本橋中学校
◆まちかど教育委員会２月22日（木）月島第三小学校・晴海幼稚園
◆城東小学校研究発表会２月23日（金）城東小学校

子どもの居場所「プレディ」 活動の様子子どもの居場所「プレディ」 活動の様子
　プレディ明正は2014年９月、旧校舎で使われていたステンドグ
ラスや校庭にあったイチョウの木が生まれ変わり明正小学校が新
しくなった日に歴史を刻み始めました。
　走り回るには十分な広さの校庭では、中央区ラグビーフットボー
ル協会の協力を得て「タグラグビー」を毎月開催しています。体育
館でのキンボール体験会も大変盛り上がりました。
　調理イベントではサポーターさんにもお手伝いいただき「おしるこ」
や「クレープ」「チョコっとフォンデュ」等を実施しています。子ど
もたちの一番人気は「レインボーキャンデー」です。子どもたちが企
画制作した夏休みのお化け屋敷は理科室で開催、ランチルームでは社
会教育会館のご協力で「バルーンアート」を楽しく体験しました。日
頃から、学校の協力のもと、学校施設を利用して、のびのびと健やか

に活動しています。また、発達段
階に応じた子ども自身の気付きを
重視し、大人はあくまで‘気付き’
への足場づくりに徹しています。
　地域の方々にも温かく見守ら
れ、人とのつながりの大切さや人
を思いやる気持ちも育まれていま
す。
運営委託：株式会社ポピンズ

　プレディ月一では子どもの
自主性・自立性・社会性を大
切にしながら、自己肯定感を
高められるように「体験・経
験」を大切にしています。
　さまざまな活動がある中、
子どもたちが中心となる行事
「おばけやしき」「夏まつり」
「感謝祭」では、３年生以上
のスタッフを募集し、企画から本番までを実行していきます。職
員は、子どもたちのフォローを行いますが、行事が終わった後の
子どもたちは達成感や自信に満ち溢れています。
　また、地域のサポーターの方、元 PTA の方の協力により月に１
度の教室として「かみしばい」「読み聞かせ＆手芸教室」「囲碁教室」
「ニュースポーツ」を行っています。このほか、将棋連盟の方の協
力で「将棋教室」、全国大会や世界大会の経験がある職員による「サッ
カー教室」「バトン教室」も実施しています。
　このような日々の活動を通じて、地域の方々や、学年間の交流
を深めるとともに、さまざまな体験・経験を通して成長していっ
てほしいと思っています。
運営委託：テンプスタッフ・ウィッシュ株式会社

プレディ月一プレディ明正

おばけやしきの準備

　平成 29 年 12 月 14 日（木）、豊海小学校・幼稚園で 18 回目と
なる教育委員会と学校評議員・外部評価委員会委員の意見交換会
（まちかど教育委員会）が開催されました。
　「豊海地区の発展と共に歩む小学校・幼稚園の在り方について」
をテーマに、オリンピック・パラリンピック教育や今後を見据え
た地域と小学校・幼稚園との関わりなどについて活発な意見交換
が行われました。

　豊海小学校・幼稚園ご関係者の皆さま、ご協力ありがとうござ
いました。
　今後も、教育委員会は、
学校や地域の方々の声を
直に聞かせていただく「ま
ちかど教育委員会」を開
催してまいります。

みんなで楽しく折り紙教室

ＰTA連合会と教育委員会との意見交換会が開催されましたＰTA連合会と教育委員会との意見交換会が開催されました

発表の様子グループ討論の様子

まちかど教育委員会を開催しました現場に来て まちかど教育委員会を開催しました現場に来て 感じる聞いて見て


